韓国における選挙制度（国会議員）の変遷

	第○代国会議員選挙（選挙年）
	１選挙区あたりの議席数
	議員規模
	選挙方式
	無所属

	1-4（48,50,54,58）
	小選挙区
	48=200

50=210

54=203

58=233
	単純多数代表制
	無所属出馬許容

	5（60）
	民議院＝小選挙区

参議院＝大選挙区（2〜8人）
	民議院=233

参議院=58
	民議院=単純多数代表制

参議院=制限連記投票制
	無所属出馬許容

	6-8

（63,67,71）
	地域区＝小選挙区

全国区＝比例代表（比率3：1）
	6-7：175

8：203
	地域区=単純多数代表制

全国区配分方式 ：第１党は1/2以上2/3未満を保障。第２党は第１党配分後残り2/3保障。第３党以下は残り議席を得票率に応じて配分。得票率5％もしくは地域区議席3席を獲得できない政党は全国区配分から除外
	無所属出馬禁止

	9-10（73,78）
	地域区＝2人中選挙区

全国区＝間接選挙（統一主体国民会議議員から大統領が任命）

（比率2：1）
	9：219

10：231

	地域区=単純多数代表制。執権勢力は全体議席の1/3を無条件で保障
	無所属出馬許容

	11-12（81,85）
	地域区＝2人中選挙区

全国区＝比例代表比率2：1
	276
	地域区＝単純多数代表制

全国区配分方式：第１党に2/3残り1/3を議席数比率で配分

	無所属出馬許容

	13（88）
	地域区＝ 小選挙区

全国区＝比例代表

（地域区224　全国区75）
	299
	地域区＝単純多数代表制

全国区配分方式：第１党に1/2優先配分　残り1/2は、第１党を始めとして5名以上の地域区議席を占める政党に議席数比率で配分
	無所属出馬許容

	14（92）
	地域区： 小選挙区

全国区：比例代表

（地域区237　全国区62）
	299
	地域区＝単純多数代表制

全国区配分方式：議席率にしたがって配分　地域区当選者がない政党も全国有効得票の3％以上を獲得する場合優先的に１議席配分
	無所属出馬許容



	15（96）
	地域区： 小選挙区

全国区：比例代表

（地域区253全国区46）
	299
	地域区＝単純多数代表制

全国区配分方式：各政党の公認候補者の得票率にしたがって配分　議席割り当てを受けることができる政党資格は、地域区選挙で5議席以上の当選者を出すことができるか有効投票の5％以上を得票した政党である。ただし、3％以上5％未満を得票した場合は、優先的に１議席配分を受ける
	無所属出馬許容

	16(2000)
	地域区： 小選挙区

全国区：比例代表

（地域区227全国区46）
	273
	同上
	無所属出馬許容

	17（2004）
	地域区：小選挙区

全国区：比例代表

（地域区243全国区56）
	299
	１人２票制の導入（←憲法裁判所における従来の1人1票制の違憲判決）

選挙区選居における候補者への投票と比例代表選挙における政党への投票

政党投票率に応じて比例代表議席を配分。
	無所属出馬許容


